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　工法庵と洞雲亭の庭園を計画するにあたり，「庭園とは人間と自然の関係のデザインである」との認識の元，

一旦落ち着いていた自然の環境にどのように立ち入るかに留意し，既存の流れを池に注ぐ手前で堰き止め大

きな溜まりを作った。こうして露地門から庭園に入るとまず石段で谷を下り，沢を橋で渡って再び谷を登っ

て玄関へ至る，というドラマ性のある動線が生まれた。また建物に池が引き寄せられ，室内から水面の景色

が楽しめるようになった。植栽は四季の変化を際立たせるよう，モミジの若木を流れの周囲に配し小さな谷

を特徴づけた。露地門を潜ったこの一角は校舎棟群の中にありながら「市中の山居」として全くの別世界と

なった。
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写真 19　「学校法人中部大学 創立 80 周年記念　中部大学　UNIVERSITY GARDEN と岡田憲久」展（2019 年 10 月 15 日～ 2020 年 1 月 14 日、

中部大学民俗資料博物館） の会場風景。 学校法人中部大学創立 80 周年を記念した博物館の秋季企画展として、 中部大学キャンパスに

ある筆者設計の３つの庭園の造園から 2018 年の改修状況までが、 図面や写真などの関連資料を用いて紹介された。
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